
実施月 日時 対象

5月 5月9日(金) 全事業所

7月 7月18日(金) 居宅介護等

9月20日(金)

9月27日(金)

1月
1月24日(金)～
1月31日(金)

居宅介護等

2月
2月3日(月)～

　2月28日(金)
全事業所

3月14日(金) 全事業所

乗川(施設長)

乗川(施設長) 居宅介護等

全事業所

全事業所乗川(施設長)

中(サビ提)
乗川(施設長)

全事業所

乗川(施設長)

＜備考＞
・障害者虐待防止法の研修については虐待防止委員会により毎月開催
・感染症対策により、大人数での集合研修は控え少人数制で行った。
・各研修後には、各職員に「問題→課題→対策」を考える機会を設けるため振り返りシートを用いた。

＜必ずしなければならない研修＞
・消防訓練（消防法施行令第四条第三項）
・ハラスメント（改正労働施策総合推進法）
・虐待の防止、身体拘束等の適正化（障害者総合支援法　運営基準）
・衛生管理等（障害者総合支援法　運営基準）
・非常災害対策（県条例第169条(第55条第2項)）
・安全運転指導（道路交通法施行規則第9条の10）

3月
・自己評価の実施
・次年度(令和8年度) 法人目標発表後、事業所目標・個人目標を設定

全事業所3月20日(水)

パワーハラスメント

令和7年度　内部研修報告一覧表

中(サビ提)
乗川(施設長)

伊藤明(副施設長)

乗川(施設長)

溝端(安全運転管理者)

担当

乗川(施設長)
伊藤(副施設長)

内容

全事業所

・厚生労働省における「事故」の定義とは
・事故発生時の心得
・事故発生時のフロー
・事故の再発防止について

動画にて通勤・送迎時などに通る生活道路での注意事項について視聴した。
・歩行者優先(道路交通法第38条)・右折時(道路交通法34条第2項)
・横断歩道時等における歩行者等の優先(道路交通法第38条第2項)
・見通しの悪い交差点での注意点→徐行すべき場所(道路交通法第42条第1項)

4月11日(金)4月

11月

9月

11月11日(月)～
11月20日(水)

居宅介護事業所

12月
12月2日(月)～
12月13日(金)

ストレスチェック

10月

・現場における緊急時とは何か
・利用者急変時の心得
・緊急時の対応手順のポイント
・緊急時の判断フロー

平常時の対応として「手洗い」と「アルコール消毒剤を用いた擦式手指消毒」を
実践形式で行った。今回は「手洗いチェッカー」を使用し手洗いが正しく行われ
ているかを見える化した。さらに、感染発生時の感染拡大のために「ガウンテク
ニック」の正しい手順や着脱時の注意点を学んだ。

BCP(感染症)
（訓練）

BCP(感染症)
（座学）

10月2日(水)～
10月31日(木)

乗川(施設長)

乗川(施設長)
伊藤(副施設長)
坂口(サビ管)

当会の「職員行動規範」に沿って説明。具体例を出しながら日々何を意識し、
何を大切にして、どう行動すればいいのか？を伝達

・最新版事業務継続計画の確認　・平常時の対応について
・災害発生時の主な対応について

全事業所

模擬通報、初期消火を職員のみで行い、そのあと水消火器による消火訓練を行っ
た。

止血法、火傷した場合と骨折した場合の処置方法(ロールプレイング)

職員のストレス状況を把握し、メンタルヘルス不調のリスクを早期に発見するこ
とと職場環境の改善につなげることを目的とし、厚生労働省が推奨する「職業性
ストレス簡易調査表」を用いて調査を行った。
＊実施結果は、後日「個人結果表（ストレスプロフィール）」を配付

全事業所

・最新版業務継続計画を確認
・感染症対策の取り組みをチェックリストに沿って説明
・食中毒について(看護師より説明)
・感染予防、健康管理について(看護師より意喚起)

法令遵守委員会が作成した動画を元に「紛らわしいパワーハラスメント」につい
て学び、その後、全職員対象にリストを配付し職場のパワーハラスメントチェッ
クを行った。

森田(法令遵守委員)

令和7年度の
振り返りと

次年度の目標

消防訓練

安全運転指導

事務室内にて「トラッキング現象による火災発生」を想定し職員のみで
消火、模擬通報、避難の訓練を行った。その後、備蓄品の目視確認を行った。

乗川(施設長)

6月

一時救命処置 心肺蘇生法の手順、AEDの使用方法(ロールプレイング)

テーマ

事故発生時の対応

理念浸透
行動規範

事業計画と予算

BCP
(訓練)

消防訓練

止血法
その他の応急処置

令和7年度の事業計画と予算を発表し共通認識を図った。

緊急時の対応

6月13日(金)

8月 8月30日(金)
BCP(災害発生時)

(座学)




